
 

 

１．科目名（単位数） 権利擁護と成年後見 （2 単位） 

３．科目番号 
SSMP3101 

SCMP3101 
２．授業担当教員 梶原 洋生 

４．授業形態 講義・討議 ５．開講学期 秋期 

６．履修条件・ 
他科目との関係 

 

７．講義概要 

１ 権利擁護の基本的な考え方・成年後見制度の概要・成年後見人の活動の実際について、実務の動向も含
めて学ぶとともに、成年後見制度と関わりのある諸制度や専門職の役割について学ぶ。 

２ 権利擁護・成年後見制度の理解の前提となる憲法と民法の基本的な考え方を学ぶ。 

８．学習目標 

１ 権利擁護相談援助と日本国憲法、民法、行政法とのかかわりを理解、習得し、説明できる。 
２ 成年後見制度の概要及び成年後見人等の役割、実務について理解、習得し、説明できる。 
３ 日常生活自立支援事業の概要と成年後見制度との連携について理解し、説明できる。 

４ 成年後見活動の実際及び権利擁護活動の実際について考察し、理解する。 
９．アサイメント 
（宿題）及びレポ
ート課題 

１ 授業内でリアクションペーパーの提出を義務付け、理解習熟度の確認を行う。 
２ 課題レポート(レポート用紙4枚程度)の提出を義務付ける。テーマ：「成年後見制度と日常生活自立支援
事業の連携について」 

10．教科書・参考書・

教材 

【教科書】 

社会福祉士養成講座編集委員会編 
『新・社会福祉士養成講座 第19巻 権利擁護と成年後見制度』中央法規。 

11．成績評価の規準

と評定の方法 

○成績評価の規準 

１．授業を通じて、権利擁護の基本的な考え方、成年後見制度の概要、成年後見人の活動等を理解し、説明

できるようになっているか。 

２．レポート課題を通じて、授業で学んだ知識を活用して、説明できるようになっているか。 

３．期末試験を通じて、専門用語等を理解し、説明できるようになっているか。 

○評定の方法 

１．授業への積極的参加        総合点の４０％ 

２．レポート              総合点の３０％ 

３．期末試験             総合点の３０％ 

12．受講生への 
メッセージ 

 専門職を目指す人として、鋭い人権感覚を身に付けておくことは大切です。 
近年、成年後見制度や日常生活自立支援事業の需要も増加しています。 

13．オフィスアワー 授業の前後 
14．授業展開及び授業内容 
講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 はじめに 
事前学習 第 1章について概要を 200 字以内でまとめる。 

事後学習 
第 1 章の導入について授業内の説明を整理して 200 字
以内でまとめる。 

第２回 
基礎法学の知見から考える 
―概念整理を用いて― 

事前学習 
第 1 章第 1 節から基礎法学の考え方について 200 字以
内でまとめる。 

事後学習 第 1章第 1節の事例について 200 字以内でまとめる。 

第３回 
憲法の世界 
―権利擁護に必要な憲法原理― 

事前学習 第 1章第 2節について 200 字以内でまとめる。 

事後学習 
第1章第2節の参考文献について憲法原理を中心に200
字以内でまとめる。 

第４回 
行政法の世界 
―権利擁護に必要な行政法の原則― 

事前学習 第 1章第 3節について 200 字以内でまとめる。 

事後学習 
第 1 章第 3 節の参考文献について行政法を中心に 200
字以内でまとめる。 

第５回 
民法の世界 
―権利擁護に向けた民法の運用― 

事前学習 第 1章第 3節について 200 字以内でまとめる。 

事後学習 
第 1 章第 3 節の参考文献について民法の運用を中心に
200 字以内でまとめる。 

第６回 
成年後見制度①（成年後見・保佐・補助の概要、
申立の流れ）について 

事前学習 第 2章第 1－5節について 200 字以内でまとめる。 

事後学習 
第 2章第1－5節の参考文献について3類型の分類を中
心に 200 字以内でまとめる。 

第７回 
成年後見制度②（任意後見制度、成年後見人等
の義務と責任、成年後見制度の動向）について 

事前学習 第 2章第 6－７節について 200 字以内でまとめる。 

事後学習 
第 2 章第 6－７節の参考文献について成年後見制度を
中心に 200 字以内でまとめる。 

第８回 
日常生活自立支援事業 
（日常生活自立支援事業の概要、日常生活自立
支援事業と成年後見制度との連携）について 

事前学習 第 3章について 200 字以内でまとめる。 

事後学習 
第 3 章の参考文献について日常生活自立支援事業を中
心に 200 字以内でまとめる。 

第９回 
成年後見制度利用支援事業（成年後見制度利用
支援事業の概要、その他の財政支援の活用）に
ついて 

事前学習 第 4章について 200 字以内でまとめる。 

事後学習 
第 4 章の参考文献について成年後見制度利用支援事業
を中心に 200 字以内でまとめる。 

第１０回 
権利擁護にかかわる組織・団体（家庭裁判所・
法務局・市町村の役割）について① 

事前学習 第 5章第 1－3節について 200 字以内でまとめる。 

事後学習 
第5章第1－3節の参考文献について関連組織と関連団
体を整理しながら 200 字以内でまとめる。 

第１１回 
権利擁護にかかわる組織・団体（社会福祉協議
会・児童相談所の役割）について② 

事前学習 第 5章第 4－5節について 200 字以内でまとめる。 

事後学習 
第 5章第 4－5節の参考文献について事例を中心に 200
字以内でまとめる。 

第１２回 
権利擁護にかかわる専門職（弁護士・司法書士・
公証人・医師等の役割と連携）について 

事前学習 第 6章について 200 字以内でまとめる。 

事後学習 
第 6 章の参考文献について権利擁護に関わる各種の専
門職の立場を整理しながら 200 字以内でまとめる。 

第１３回 成年後見活動の実際 
事前学習 第 7章について 200 字以内でまとめる。 

事後学習 
第 7 章の参考文献について授業内の事例を整理しなが
ら 200 字以内でまとめる。 

第１４回 権利擁護活動の実際 
事前学習 第 8章について 200 字以内でまとめる。 

事後学習 
第 8 章の参考文献について授業内の事例を整理しなが
ら 200 字以内でまとめる。 



 

 

第１５回 まとめ 
事前学習 教科書全般について 200 字以上でまとめる。 
事後学習 参考資料全般をノートに整理してまとめなおす。 

期末試験 

 


